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感
念
」
の
あ
り
か

「
感
念
」
の
あ
り
か

　
　
　
　
明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
俳
諧
矯
風
運
動

三
〇

青
　
　
木
　
　
亮
　
　
人

は
じ
め
に

　
江
戸
後
期
以
来
の
俳
諧
を
近
代
俳
句
へ
変
貌
さ
せ
た
の
は
正
岡
子
規
で
あ
る
、

と
は
よ
く
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
彼
の
一
連
の
俳
論
は
、
近
代
俳
句
の
道
程
を
写

す
鏡
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
一
節
で
あ
る
。

　
　
・
発
句
は
文
学
な
り
、
連
俳
は
文
学
に
非
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
芭
蕉
雑
談
」
『
日
本
新
聞
』
明
治
2
6
・
1
2
・
2
2
）

　
　
・
俳
句
は
文
学
の
一
部
な
り
、
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
、
ゆ
え
に
美
の

　
　
　
標
準
は
文
学
の
標
準
な
り
、
文
学
の
標
準
は
俳
句
の
標
準
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
大
要
」
『
日
本
新
聞
』
明
治
2
8
・
1
0
・
2
2
）

　
従
来
、
（
美
術
⊇
は
）
」
（
文
学
こ
Ｉ
Ｏ
Ｅ
３
）
」
と
い
う
価
値
観
に
照
ら
し

て
句
を
詠
む
こ
と
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
た
め
複
数
の
作
者
で
詠
み
あ
う
歌
仙
等

の
連
句
も
俳
諧
と
さ
れ
た
が
、
子
規
は
「
（
連
句
を
除
い
た
）
発
句
＝
文
学
＝

美
術
↓
俳
句
」
と
い
う
認
識
に
沿
っ
て
「
俳
句
」
と
い
う
新
概
念
を
発
生
さ
せ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
近
代
俳
句
と
は
、
明
治
以
降
に
渡
来
し
て
き
た
（
文
学

谷
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）
と
し
て
の
俳
句
」
を
指
す
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
子
規
の
活
動
は
「
俳
句
革
新
運
動
」
と
称
さ
れ
、
そ
れ
は
明
治

二
五
年
の
俳
論
よ
り
始
ま
る
と
さ
れ
た
（
「
瀬
祭
書
屋
俳
話
」
〔
『
日
本
新
聞
』

明
治
2
5
・
６
・
2
6
～
同
年
1
0
・
2
0
〕
な
ど
）
。
よ
っ
て
、
俳
句
に
「
文
学
」
を

持
ち
こ
ん
だ
嗜
矢
は
子
規
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
子
規
以
前
に
「
文
学
」
と
い
う
新
概
念
で
俳
句
を
語
ろ
う
と
し

た
俳
人
達
の
存
在
は
現
在
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
明
治
二
丁
二

三
年
頃
で
、
彼
ら
は
俳
壇
的
に
は
子
規
と
異
な
る
人
脈
に
位
置
す
る
宗
匠
達
で

あ
り
、
中
心
と
な
っ
た
論
客
を
石
川
鶯
州
と
い
う
。

　
本
稿
は
こ
の
鶯
州
の
俳
論
に
着
目
し
、
明
治
期
の
「
俳
句
革
新
運
動
」
史
観

を
検
討
し
直
す
も
の
で
あ
る
。



１
、
石
川
鶯
州
と
い
う
俳
人

　
鶯
州
の
俳
論
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
俳
諧
は
美
な
る
心
霊
感
念
の
表
象
な
る
も
の
な
る
が
ゆ
え
に
、
実
に
美

　
　
の
美
た
る
も
の
な
り
・
。
し
か
ら
ば
、
俳
諧
に
尊
ぶ
べ
き
も
の
は
美
な
る
言

　
　
句
に
あ
ら
ず
し
て
、
美
な
る
感
念
な
り
。
（
「
俳
諧
は
美
術
な
る
こ
と
を
論

　
　
ず
」
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
1
0
号
、
明
治
2
3
・
４
）

　
子
規
論
よ
り
遡
る
こ
と
二
年
前
、
鶯
州
は
「
美
・
感
念
・
表
象
」
な
ど
の
語

彙
を
多
用
し
て
「
俳
諧
は
美
術
な
る
こ
と
」
を
主
張
し
て
お
り
、
そ
し
て
彼
以

前
に
こ
の
よ
う
な
語
彙
を
多
用
し
た
俳
論
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
馳
。

　
こ
の
よ
う
な
鶯
州
に
関
し
て
先
行
研
究
は
そ
の
存
在
を
指
摘
す
る
の
み
で
、

な
ぜ
彼
が
翻
訳
語
に
近
い
語
彙
を
駆
使
し
え
た
か
は
不
明
で
あ
紐
。
一
体
、
彼

は
ど
の
よ
う
な
俳
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
鶯
州
の
経
歴
は
当
時
の
資
料
に
散
見
さ
れ
る
記
事
か
ら
僅
か
に
活
動
を
窺
う

の
み
で
あ
る
。
そ
の
出
身
は
武
蔵
国
で
、
生
年
は
不
明
で
あ
り
、
本
名
を
観
治

と
い
う
。
号
は
「
此
華
庵
・
石
鶯
子
」
等
を
用
い
る
。
保
険
会
社
に
職
を
得
て

福
岡
市
の
会
社
支
店
長
等
を
務
め
、
大
正
一
一
年
に
没
し
か
。
俳
人
と
し
て
の

活
動
は
明
治
二
千
二
三
年
頃
の
三
森
幹
雄
主
宰
誌
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
及
び

『
俳
諧
明
倫
雑
誌
』
へ
の
俳
論
発
表
を
皮
切
り
に
、
諸
俳
誌
等
に
論
及
び
句
作

を
旺
盛
に
発
表
し
続
け
、
明
治
二
四
年
に
は
主
宰
俳
誌
『
黄
鳥
集
』
、
同
二
六

　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

年
に
『
梅
花
集
』
を
発
刊
す
る
。
そ
の
交
際
は
幅
広
く
、
幹
雄
達
の
他
に
子
規

と
幾
度
も
な
く
句
会
を
と
も
に
す
る
一
方
で
尾
崎
紅
葉
達
の
「
秋
声
会
」
に
も

参
加
し
、
そ
の
機
関
誌
『
秋
の
声
』
（
明
治
2
9
・
1
1
～
3
0
・
９
、
全
1
0
号
）
に

も
句
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
旭
。

　
こ
の
よ
う
な
鶯
州
を
他
俳
人
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
俳
諧
矯
風
会
」
会
員
は
、
「
石
鶯
子
大
人
か
つ
て
余
に
云
へ
る
こ
と
あ
り
。
曰

く
『
予
は
今
、
点
取
家
と
し
て
王
た
る
も
の
よ
り
、
正
風
俳
諧
の
一
卒
た
る
も

の
を
尊
ぶ
な
り
』
」
（
荘
野
北
僊
「
本
会
諸
君
に
望
む
」
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
2
4

号
、
明
治
2
4
・
６
）
と
記
し
て
鶯
州
の
真
面
目
な
姿
を
誉
め
た
た
え
て
い
る
。

ま
た
、
子
規
は
彼
の
主
宰
誌
所
載
句
に
対
し
。

　
　
　
俳
諧
雑
誌
多
く
し
て
見
る
べ
き
の
俳
句
な
し
。
今
、
こ
の
集
を
読
む
に

　
　
雅
な
る
者
を
見
る
。
（
「
黄
鳥
集
第
揖
三
号
」
『
小
日
本
』
明
治
2
7
・
７
。

　
　
９
）

　
と
評
し
た
。
明
治
ご
二
年
の
『
都
新
聞
』
主
宰
の
俳
人
人
気
投
票
（
３
月
５

日
）
に
お
い
て
鶯
州
は
、
幹
雄
（
４
位
）
、
紅
葉
（
3
6
位
）
、
子
規
（
3
7
位
）
に

続
き
四
〇
位
に
位
置
し
て
い
る
。
全
国
に
名
を
轟
か
せ
た
宗
匠
で
は
な
い
が
、

東
京
の
俳
人
間
で
は
著
名
で
、
ま
た
一
般
に
も
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
る
俳
人
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
鶯
州
が
明
治
二
三
年
に
早
々
と
「
俳
諧
は
美
術
（
旨
巳
な
る

こ
と
）
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
当
時
の
俳
壇
の
風
潮
が
背
後
に

三
一
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『俳諧矯風雑誌』15号図１

存
在
し
て
い

た

　○

三
二

　
　
　
　
　
　
２
、
「
俳
諧
矯
風
会
」

　
そ
れ
は
俳
諧
改
良
運
動
に
他
な
ら
ず
、
鶯
州
俳
論
が
掲
載
さ
れ
た
『
俳
諧
矯

風
雑
誌
』
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
運
動
で
あ
る
。

　
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
は
実
際
に
は
「
俳
諧
矯
風
会
」
の
機
関
誌
で
あ
り
、
主

唱
者
は
三
森
幹
雄
と
い
う
宗
匠
で
あ
っ
た
。
幹
雄
は
明
治
初
年
に
俳
諧
教
導
職

（
明
治
新
政
府
が
敬
神
愛
国
、
天
理
人
道
、
皇
上
奉
戴
遵
守
等
を
国
民
に
教
化

す
る
た
め
設
け
た
職
）
に
就
き
、
他
宗
匠
に
抜
き
ん
出
て
俳
論
を
発
表
し
た
宗

匠
で
あ
り
、
『
俳
諧
明
倫
雑
誌
』
を
主
宰
す
る
な
ど
新
時
代
の
風
潮
に
即
し
た

俳
諧
の
あ
り
方
を
主
張
し
た
俳
人
で
あ
る
。

　
幹
雄
は
明
治
二
Ｉ
年
に
著
名
俳
人
達
に
呼
び
か
け
、
「
正
風
俳
諧
改
良
会
」

を
設
立
す
る
。
そ
の
趣
旨
は
「
明
治
の
聖
代
、
百
般
の
改
良
お
こ
な
は
れ
て
商

に
工
に
あ
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
」
（
『
俳
諧
明
倫
雑
誌
』
8
7
号
、
明
治
2
1
・
７
）

趨
勢
の
今
こ
そ
「
正
風
俳
諧
」
を
鼓
吹
す
べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
っ
た
。

明
治
二
二
年
に
は
「
俳
諧
矯
風
会
」
と
し
て
運
動
の
拡
張
を
は
か
り
、
『
俳
諧

矯
風
雑
誌
』
（
明
治
2
2
・
７
～
同
2
5
・
９
、
全
3
5
号
。
図
１
参
照
）
を
発
刊
す

　
　
　
　
　
　
①

る
の
で
あ
る
。

　
幹
雄
達
の
こ
れ
ら
の
改
良
運
動
は
、
実
際
に
は
同
時
代
の
各
分
野
で
主
張
さ

れ
て
い
た
風
潮
と
腫
を
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
好
例
は
歌
舞
伎
に
お
け
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を
蛤
び
Ｉ
｀
’
‐
ふ
・
互
ｉ
ｔ
一
ぶ
な
一
一
ｌ

り
。
４
’
‐
ぷ
Ｉ
刄
・
’
‘
‐
詞
ｔ
助
け
‘
。
‐
’
。
芳
野
川
廿
容
‥
″
く
抒
ホ
の
ぱ
や

ｙ
’
１
’
！
ご
…
『
ぶ
’
ｉ
．
下
ほ
』
や
ａ
（

『
ご
い
ふ
か
７
自
リ
憲
に
て
Ｑ

・
ｌ
―
　
。
吃
助
け
万
心
’
‥
’
ｊ
リ

緬
吋
・
バ
こ
７
．
ｖ
ｘ
一
作
．
か
Ｊ
寡
凡
・

血
島
Ｑ
湿
り
次
之
４
・
尼
の
・
刄
７
‐
ｔ
ｌ

。
’
　
．
１
１
　
　
　
　
　
　
　
で
∴
ｊ
・

５
句
ｉ
一
流
心
ｊ
．
ご
十
七
文
￥
ａ
｛
り
１
１
１
ｇ
ｌ
ｒ
１
‐
ｆ
ｉ
‐
お
Ｉ
Ｉ
け
ぶ
『
‐
ｘ
ｉ

心

‐
1

1
ル
い
非
ず
工
４
な
Λ
逡
Ｄ
心
仁
回
ｙ
Ｅ
パ
そ
首
物
品
瓦
笛
卜
会
忿
―
・
堡
バ
バ
ベ
勺

Ｕ
賢
岫
Ｈ
牡
牡
回
忖
回
に
二
コ
０
詐
付
託
…
…
…

…
一
に
・
Ｅ
一
一

中
ｒ
ｔ
晋
ｘ
石
竹
？
り
ぶ
豆
字
七
宇
真
７
か
じ
７
．
宜
　
‐
『
．
　
水
吃
ｌ
‐
死
．
‐
こ
萱
砧
石
・
小
一
声
”
’
‐
．
‘
‐
式
‐
抑
こ

■
Ｕ
ｉ
.
'
ｉ
ｉ
.
-
＼
^
｡
^
９
　
f
.
＋
一
リ
。
ほ
汁
弐
十
一
文
７
'
Ｊ
^
4
M
＾
v
？
-
｡
Ｓ
ａ
Ｊ
ｗ
ｒ
ｓ

ｆ
云
か
ぢ
’
ｙ
７
仙
石
丿
芯
い
’
ｙ
ど
紅
ら
１
几
以
次
。
匈
ゑ
ざ
ｇ
‐
？
５

ｅ
で
葛
愈
を
郷
・
’
‐
に
足
‐
字
面
瓦
や
。
、
持
２
八
取
心
応
‥
紅
局
６
‐
‐
＝
‥
’

鳶
’
ｎ
一
タ
ア
り
。

ソ
Ｊ
Ｏ
別
れ
野
？
り
柚
で
’
‐
ｉ
侭
ゆ
火
拓
７･Ｍ

'
ｔ
へ
）
ｉ
・
ｔ
‘
む
も
の
ａ
ら
’
‥
”
、
召

り
二
ｏ
政
令
と
も
ｉ
‥
ｙ
思
び
弔
ふ
。
ｃ
９

ｌ
ｊ
ｌ
ｌ

“
”
一

之
に
０
勇
脚
川
処
決
ｉ
’
‐
ふ
‥
・
ホ
め

ー
－
－
―
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
‘
－
‐
１

９
　
ｔ
　
１
１
‐
『
一
　
致

　
　
　
　
ぶ
斌
ｉ
‐
死
．
り
家
政
仙
石
・
小
４
ｇ
　
　
　
　
‐
‐
バ
ぷ
一
‐
抑
こ

５
侈
’
ど
瓦
で
‘
’
‥
ょ
く
如
ｉ
こ
し
．
．
比
旬
花
見
哨
な
ご
密
Ｉ
’
｛
ぶ
ふ

乙
’
心
Ｉ
Ｆ
‐
心
ｌ
‐
’
ｊ
ｏ
ｌ
叩
ｙ
β
‐
き
椋
な
ら
・
塙
‐
で
絃
７
ｙ
７
こ
二
句
り

退
ｊ
り
Ｉ
Ｉ
一
い
ふ
へ
Ｉ
Ｍ
以
蚕
靭
を
大
Ｉ
丿
心
や
．
卸
ｉ
λ
ざ
い
ふ
を
肺

七
だ
£
急
峻
ダ
ａ
り
ぷ
ｉ
こ
り
‘
‐
‥
心
７
‐
～
一
の
Ｓ
ｌ
ｌ
｝
・
か
な
Ｉ
Ｉ
な
ぞ
聞
■
）
!
ｉ

た
る
な
心
‐
．
河
ぺ
ｎ
弓
旨
佼
書
家
採
か
抑
一
ｉ
一
．
．

‘一
．
邸
″
な
Ｉ
Ｉ
一
応
４
浚
’

沓
す
Ｉ
れ
改
寸
一
‘
一
？
ｔ
り
交
’
學
ボ
め
・
か
Ｉ
Ｉ
ｙ
で
俳
．
照
ぞ
６
・
‐
．
に
祭
恣
．
た
１
１
‐
’
ｒ
ぶ

一
Ｈ
貝
言
迂
路
員
り
琵
総
員

｜

｜

７1

1
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卜
○
日
銭
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ

繭
２
　
紐
唇
ｙ
芯
回
一
防
．
罠
井
抑
．
宮
已
め
勁
‐
掛
佐
ぷ
創
巴
や
・

秘
・
雌
『
’
』
石
唯
一
ず
る
や
”
ｉ
襄
米
』
萬
盾
鐙
‐
八
芯
賢
察
弦
嗜

　
　
　
ａ
９
‐
夕
漿
’
―
炉
ｙ
ｑ
ｒ
ｙ
？
４
１
『
、
ｙ
Ｆ
‐
ヵ
ｘ
女

　
ｊ
　
‐
止
の
惚
’
徊
．
１
．
り
或
『
椿
さ
『
’
硬
磁
軸
７

脅
扉

本
曾
り
雌
単
眼
伜
　
米
図
匈
人
鳥
誓
験
』
絃
尨
凪
會
ぷ

Ｉ
ぶ
こ
．
″
ッ
ｓ
Ｆ
皿
よ
Ｉ
り
本
３
３
１
１
:
＾
Ｋ
？
ｔ
＆
Ｓ

．
本
黎
ぞ
り
布
咤
‐
糾
在
ａ
ホ
”
ｉ
ぺ
山
せ
ｕ
ｌ
碕

馮
徊
轜
ふ
・
會
綿
口
拉
木
啓
ｉ
や
Ｉ
ア
尿
’
‥
一
ｉ
怜

寄
香
　
趨
一
の
登
谷
．
Ｆ
.
1
a
r
し
ｉ
ｈ
ｔ
ｔ
p
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
:
ｉ
-
１
４
：
ｉ
　
（
竹
尽
忠

鍍
報

男
）
瓦
葺
訥
妬
み
以
刺
乏
ぞ
ど
仙
・
す
（
照
７
・
乙
今
）

屁
仙
‥
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尉
沁
ｙ
ｒ

す
ぺ
き

起

業
を
気
一
…
｀

が
町
？
ｙ
伺

・
政
ダ

ー
祉
む
ぞ
鉛

ｙ
ぎ
船
が

簒
・
’
ろ

Ｆ

ｇ
‐
１
１
λ
・
″
・

乱
ｒ

ｔ
】

除
ｒ
囮

琴
・

町
昏
影
ｙ
匹
引
ｍ
ｒ

　
　
゛
　
ｒ
４
‐
Ｍ
・
　
φ
い
み
　
収
ｙ
ン
　
’
７
』
ｂ
　
１
４
‐
’

ｉ
れ
ぺ
‐
各
圃
恩
以
前

‐
軒
ｆ
頴
‐
ｒ
』
て
之
£
ｉ

　
ゝ
ら
Ｌ
６
ａ
り
Ｉ
ｉ
‐
ｉ
一
　
４
ｙ
、
’
．
５
ａ
り
　
ｈ
り
Ｉ
く
ｓ
ｌ
’
ｙ
．
、
‐
‘
’

Ｓ
Ｉ
委
口
ぶ
ず
阿
片
の
貿
易
採
収
拾
匹
ｉ

訃
７
胆
影
む
沁
娠
Ｆ

ｉ

撚
ダ
叫
鄙
附
町

一

が
ｒ
趾

で

　
　
　
夕
影
侃
　
　
　

万
　
卜

M
ｍ
上
ら
『

ｈ
ｋ
乱
叫

既
阻
た
脈
。

Ｅ
ｒ
ら
『

m
＾
ｉ
ｗ
。

疹
記
鉛
吹
脱
ぷ
耶
影
ぶ
兪
レ

配
記
昏
一
の
勅

（
以
）
’
‐
次
吹
べ

『東京婦人矯風雑誌』１号図２

る
演
劇
改
良
運
動
で
あ
ろ
う
。
明
治
に
入
り
、
歌
舞
伎
は
荒
唐
無
稽
な
狂
言
綺

語
の
筋
立
を
取
り
や
め
て
歴
史
考
証
を
経
た
上
演
が
命
じ
ら
れ
、
洋
風
建
築
内

の
ガ
ス
灯
の
瞬
く
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
Ｉ

年
に
は
鹿
鳴
館
で
「
日
本
演
芸
矯
風
会
」
が
発
足
し
、
同
年
一
二
月
に
『
日
本

演
芸
矯
風
会
雑
誌
』
（
～
明
治
2
2
・
１
、
全
２
号
）
が
発
刊
さ
れ
る
な
ど
、
江

戸
期
以
来
の
悪
所
と
し
て
名
を
馳
せ
た
梨
園
に
も
新
時
代
の
欧
化
の
波
が
押
し

よ
せ
た
の
で
あ
っ
旭
。

明
治
期
の
新
女
性
像
を
提
唱
し
た
「
東
京
婦
人
矯
風
会
」
（
明
治
1
8
年
設
立
）

も
、
こ
の
風
潮
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が

中
心
と
な
っ
て
明
治
二
Ｉ
年
に
は
『
東
京
婦
人
矯
風
雑
誌
』
を
創
刊
し
、
「
わ

が
国
の
世
運
は
い
よ
い
よ
進
歩
し
て
、
各
種
の
事
物
に
改
良
を
促
し
延
ひ
て
、

女
流
の
地
位
職
掌
の
上
に
も
一
大
変
革
を
見
ん
と
す
る
の
時
機
」
（
浅
井
杵

「
矯
風
会
之
目
的
」
『
東
京
婦
人
矯
風
雑
誌
』
１
号
、
明
治
2
1
・
４
）
を
迎
え
た

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
婦
人
矯
風
」
を
実
現
す
る
た
め
、
禁
酒
、
禁
煙
、
売

春
反
対
等
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
図
２
参
照
）
。

幹
雄
達
の
「
俳
諧
矯
風
会
」
は
こ
れ
ら
一
連
の
「
矯
風
」
運
動
に
倣
っ
た
と

い
え
、
そ
れ
は
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
と
い
う
誌
名
が
如
実
に
示
し
て
い

俳
諧
に

一
は
、

あ
る
。

ｔ
で
つ
。

お
い
て
、
幹
雄
達
は
「
矯
風
」
問
題
を
二
点
に
絞
っ
て
い
る
。
ま
ず
第

点
取
（
高
額
の
懸
賞
金
を
競
っ
て
発
句
を
投
句
す
る
俳
諧
）
の
矯
正
で

三
三

ｔ
ム
Ｔ
ｒ
爾
に
附
私
記
艇
固
訟
馴
ｒ
ら
て

-
I
*
'

.
:

1
^

'
.
ｉ
t

ｅ
＾
'
ｉ
　
-
>
:
■
-

ｏ
ｒ
.
-
.
-
ｄ
ｉ
ｊ

^
■
;
'
；

訊
シ
一
如
笛
侶
ｌ
灘
ス
．
を
以
て
Ｊ
‐
］
が
収
ｆ
拓
し
ａ
‐
ぶ
｀
‐
‐
に
Ｉ
恭
ふ

４
が
七
Ｅ
ｐ
』
剔
良
七
？
．
一
弘
一
感
ｒ
鴨
ｒ

み
’
り
て
ぎ
聯
Ｆ
鵬
ふ
高
．
影
ｒ
ｔ
；
昌

　
ｆ
ｌ
ｙ
！
Ｉ

『
Ｊ
』
Ｉ
Ｉ
！
ｒ
β
／
１
％
―
：
１
４
１
ｊ
ｌ
一
｜
『
Ｉ
【
ｊ
ｊ
ｌ
　
ｌ
『
Ｉ
－
－
Ｊ
Ｉ
／
’
一
　
一

彩

の

借
ｒ
印
ｒ
影

念

櫛
ぞ
拓
む
Ｆ
聖
一

瓜
Ｔ
‐
‐
ｔ
ｕ
囃
趾
絹
影
胎
酢

払
ｒ
僣
心
じ
穴
ぼ
１

「
感
念
」

脂
影
丿
嗚
哲
賢
咎
１
肪
ｘ
‐
る
‘
‐
｀
‐
‐
ａ
’
ｒ

刺
る
ｈ
ｙ
て
は
影
幻
ｒ
帆
ぶ
’
‐

‘
．
７
函
瀞
ら
ぺ
．
引

ｙ
ｉ
刄
＆
　
Ｆ
い
　
　
φ
』
｀
″
　
　
　
　
。
　
　
　
Ｕ
こ
ｇ
り
ら
λ
　
　
ｈ
り
ｉ

伺
分
に
Ｉ
載
．
て
原
佃
見
る
ぺ
き
‘
ｉ
の
み
ｊ
ｇ
謎
如
句
せ
Ｉ
ル
ｎ
ｉ

の
副
な
ご
７
が
ｒ
１
は
や
ｌ
ぶ
む
以
耐
ｙ
恥

ｉ
:
ｌ
Ｓ
Ｖ
&
ｉ
'
枇
今
ぷ
漸
俐
」
ｙ
Ｌ
ｙ
町
乙
ｒ

ｒ
・
ｌ
ｇ
４
～
る
駱
気
胞
ｒ
影
ｖ
と
ｌ
‐
・
緊
‘
、

ふ
瓦
と
尉
附
せ
し
覧
ｒ
か
ら
７
以
斟
艇
拓
瓦
す
乙

μ
．
如
肖
・
釧
ｒ
勁
豺
ｒ
ｂ
Ｔ
ぎ
屁
‐
に
却
よ
七
勁
Ｆ
と

て
靴
乱
訟
耐
ら
し
乞
咀
？
影
お
炉
沿
紺
ｍ
誹
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’
‐
こ
『
『
。
４
二
’
ｙ
’
♂
■
ｌ
‐
』
‘
】
・
に
　
‐
？
Ｅ

雑
誌
篆
壹
誂

・

　
　
●
諭
　
覗

　
　
０
郊
坦
會
之
目
前
．
　
　
曾
貝
　
侵
弁
」
杜
迪

が
潟
？
こ
だ
わ
る
炉
ｒ
ｌ
～
へ
１
ｒ
ｒ
に
ａ

Ｆ
ｙ
」
芒
県
警
疵
琲
戮
７
‐
ぃ
つ
」
瓦
｀
く
扱

鄙
Ｅ
ぎ
瓦
疑
応
召
か
λ
‐
剋
一
碧
‐
．
き
琲
疵
恥

軋
沿
．
？
；
２
恥
彫
鮎
い
斟
ぞ
ｘ
‐
れ
ぼ
琳
似
す
ぺ

や
ｇ
‐
島
桝
Ｌ
ｉ
気
昏
衝
叩
旅
禦
泌
Ｌ
難
７

き
す
ふ
ｙ
Ｍ
鄙
勁
が
絹
ａ
島
影
の
虻
Ｆ
昌

ｉ
必
徊
ｉ
ｚ
胆
ｙ
勧
ぶ
す
ｔ
‐
ん
ｆ
ｌ
‐
‐
‐
‐
ほ

釧
す
｀
芯
７
一
秀
今
や
離
訟
岨
刹
‥
記
が
し
ふ
訟

－
　
　
　
　
　
－
　
■
　
　
ｊ
－
　
－
　
　
－

七
訳
齢
Ｆ
ｒ
ｆ
趾

芦ﾌﾟ

離

の⑤

Ｌ
ｌ
ｃ
‐
―
―
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
・
ｑ
ｉ
　
　
　
　
’
　
　
４
ぶ
Ｉ
‘
　
ｙ
』
ｌ
ｉ
　
　
ｌ
　
ｉ
ｉ
　
　
　
み
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「
感
念
」
の
あ
り
か

　
　
　
本
会
の
雑
誌
は
、
会
員
を
し
て
気
脈
を
通
じ
、
正
風
の
大
道
を
踏
し
む

　
　
る
を
専
と
す
。
（
略
）
祖
神
の
意
に
達
す
れ
ば
自
か
ら
弊
風
退
き
、
大
道

　
　
明
達
せ
ん
こ
と
疑
ひ
を
容
る
？
こ
こ
ろ
な
か
る
べ
し
。
（
幹
雄
「
俳
諧
矯

　
　
風
雑
誌
発
行
の
旨
趣
」
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
１
号
、
明
治
2
2
・
７
）

　
「
祖
神
」
は
芭
蕉
、
「
正
風
」
と
は
芭
蕉
俳
諧
の
あ
り
方
を
指
し
、
そ
し
て

「
弊
風
」
が
点
取
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
弊
の
点
取
が
依
然
と
し
て
広
ま
っ

て
い
る
現
状
を
「
正
風
の
大
道
」
で
矯
風
を
図
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
幹
雄
達
が
問
題
と
し
た
二
点
目
が
、
俳
諧
を
「
文
学

谷
芯
回
｛
日
言
｝
と
認
め
る
こ
と
の
是
非
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
が
顕
著

に
表
れ
た
の
が
、
『
読
売
新
聞
』
掲
載
の
森
三
渓
「
俳
諧
論
」
（
明
治
2
3
・
８
・

６
）
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。

　
森
は
冒
頭
よ
り
「
俳
諧
は
一
の
文
学
な
り
、
一
の
美
術
な
り
」
と
宣
言
し
た
。

そ
し
て
、
新
時
代
の
俳
諧
は
も
は
や
「
文
学
」
に
し
て
（
美
術
⊇
μ
）
」
で
あ

る
の
に
「
俳
人
中
に
尽
力
家
な
く
又
学
者
な
く
、
た
め
に
そ
の
発
達
未
だ
完
全

の
域
に
至
ら
ず
」
（
同
右
）
と
筆
鋒
鋭
く
俳
壇
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
幹
雄
達
は
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
　
一
五
号
（
明
治
2
3
・
９
）
で
一
斉
に

反
論
し
た
。

　
　
文
学
区
域
の
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
森
幹
雄

　
　
俳
諧
の
形
装
又
尊
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
　
　
　
　
　
石
鶯
子

　
　
俳
諧
は
文
学
に
非
ず
と
の
妄
を
弁
ず
　
　
　
　
荘
野
北
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
俳
諧
も
改
良
の
途
に
着
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
　
　
滋
野
樹
山

　
　
俳
諧
論
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
亀
閑
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
「
論
説
」
欄
目
次
）

　
幹
雄
、
樹
山
、
閑
人
が
「
俳
諧
論
」
に
対
す
る
駁
論
で
あ
る
。
興
味
深
い
の

は
、
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
い
ず
れ
も
「
俳
諧
が
文
学
か
否
か
」
を
論
じ
て

い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
森
論
の
反
論
で
は
な
い
北
洲
も
「
俳
諧

＝
文
学
」
の
是
非
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
（
北
洲
は
、
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
J

1
4
号
〔
明
治
2
3
・
８
〕
　
の
維
崎
潭
龍
「
俳
諧
は
文
学
に
非
ず
」
に
対
す
る
反

論
）
。
す
な
わ
ち
、
幹
雄
達
の
「
正
風
俳
諧
改
良
・
俳
諧
矯
風
」
運
動
は
明
治

二
二
年
頃
に
な
る
と
、
俳
諧
を
「
文
学
」
と
認
め
る
か
否
か
を
議
論
の
中
心
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
西
欧
渡
来
の
専
門
用
語
を
ち
り

ば
め
た
俳
論
を
発
表
し
た
俳
人
が
石
川
鶯
州
で
あ
っ
た
。

　
先
述
の
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
　
一
五
号
に
お
け
る
彼
の
俳
論
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
汚
れ
た
る
心
霊
よ
り
生
ず
る
感
念
を
発
揮
す
る
時
は
、
そ
の
形
装
い
か

　
　
に
立
派
な
る
も
、
す
で
に
こ
れ
汚
濁
の
詠
な
り
。
す
な
わ
ち
そ
の
句
は
美

　
　
術
な
ら
ず
、
真
理
な
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
人
を
し
て
つ
い
に
嫌
悪
せ
し
む
る

　
　
（
「
俳
諧
の
形
装
又
尊
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
ビ

　
「
心
霊
よ
り
生
ず
る
感
念
」
の
俳
句
が
「
美
術
・
真
理
」
で
あ
る
か
否
か
と

い
う
立
論
は
、
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
の
他
俳
人
達
と
異
質
で
あ
り
、
特
に
「
心



霊
・
感
念
・
形
装
・
美
術
・
真
理
」
等
の
語
彙
は
鶯
州
に
の
み
見
ら
れ
る
。
な

か
で
も
、
「
感
念
」
は
他
俳
論
は
も
と
よ
り
当
時
の
国
語
辞
書
類
に
も
見
ら
れ

な
い
語
で
あ
っ
た
。

　
・
く
わ
ん
ね
ん
（
口
漢
語
。
仏
教
ノ
語
、
観
ジ
テ
念
ジ
思
フ
コ
ト
。
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
）
漢
語
。
哲
学
ノ
語
。
Ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ノ
対
訳
。

　
　
　
（
『
日
本
大
辞
書
』
（
山
田
美
妙
、
日
本
大
辞
書
発
行
所
、
明
治
2
5
～
茫
）

　
・
　
Ｉ
ｄ
ｅ
ａ
　
観
念
、
理
想

　
　
（
井
上
哲
次
郎
・
有
賀
長
雄
『
哲
学
字
彙
』
二
乗
洋
館
、
明
治
1
7
・
５
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
補
改
訂
版
言

　
明
治
二
〇
年
代
前
半
に
あ
っ
て
、
「
く
わ
ん
ね
ん
」
と
い
え
ば
「
観
念
」
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
般
に
は
古
来
よ
り
用
い
ら
れ
た
仏
教
語
と

し
て
使
用
さ
れ
（
『
日
本
大
辞
書
』
）
、
専
門
的
に
は
最
新
の
舶
来
概
念
「
に
ａ
」

の
訳
語
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
（
『
哲
学
字
彙
』
）
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に

鶯
州
は
「
感
念
」
を
多
用
し
て
お
り
、
非
常
に
珍
し
い
用
例
と
い
え
よ
う
。
で

は
、
彼
は
「
感
念
」
を
ど
の
よ
う
に
知
り
え
た
の
か
。

３
、
明
治
の
「
感
念
」

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
つ
一
版
）
は
、
「
感
念
」
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
物
事
に
つ
い
て
の
感
じ
方
、
考
え
方
。
＊
真
理
一
斑
（
な
汲
）
〈
植
村

　
正
久
〉
三
・
四
「
此
の
憐
れ
む
べ
き
少
女
が
理
論
を
以
て
其
の
美
妙
の
感

　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

　
　
念
に
乏
し
き
父
を
説
破
し
得
る
こ
と
は
万
々
望
む
べ
き
に
非
ず
」
＊
想
実

　
　
論
（
な
呂
）
〈
石
橋
忍
月
〉
　
一
　
「
詩
の
成
る
や
先
づ
感
念
起
る
」
（
以
下

　
　
略
）

　
鶯
州
は
明
治
二
二
年
頃
よ
り
「
感
念
」
を
使
用
し
て
お
悦
、
同
時
代
の
用
例

と
し
て
石
橋
忍
月
（
慶
応
１
〔
な
呂
〕
～
大
正
1
5
〔
芯
回
言
が
目
安
と
な
ろ

う
。
当
時
、
彼
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
在
籍
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
語
に
堪

能
で
あ
り
、
大
学
で
法
学
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』
（
全
三
篇
、

金
港
堂
、
明
治
2
0
・
６
～
2
4
・
９
二
言
や
森
鴎
外
『
舞
姫
』
（
『
国
民
之
友
』

6
9
号
、
明
治
2
3
・
１
）
に
尾
崎
紅
葉
、
山
田
美
妙
と
い
っ
た
同
時
代
文
学
に
関

す
る
批
評
文
を
多
数
発
表
し
続
け
て
い
た
。
小
説
も
執
筆
し
、
ま
た
後
年
は
俳

句
に
も
嗜
ん
だ
が
、
現
在
は
近
代
文
学
黎
明
期
の
文
学
評
論
家
と
し
て
名
高
い
。

こ
の
忍
月
と
鶯
州
の
論
を
試
み
に
比
較
す
る
と
、
興
味
深
い
共
通
点
が
判
明
す

る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
鶯
州
の
俳
論
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
優
美
の
感
念
な
く
し
て
、
優
美
の
言
句
を
発
す
る
は
、
元
と
物
の
性
質

　
　
に
背
き
た
る
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
言
句
は
感
念
の
表
象
に
過
ぎ
ず
。

　
　
（
「
俳
諧
に
重
ん
ず
べ
き
者
は
何
ぞ
や
」
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
９
号
、
明
治

　
　
2
3
・
３
）

　
「
名
句
た
る
の
価
値
」
は
表
現
技
巧
に
存
在
せ
ず
、
句
作
者
の
「
優
美
の
感

念
」
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
引
用
箇
所
の
後
で
は
、
「
美
術
」
は
作
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

「
感
念
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
例
に
歌
舞
伎
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
鶯
州
論
の
隣
に
、
忍
月
「
詩
人
と
外
来
物
」
（
『
国
民
之
友
』
6
2
号
、
明

治
2
2
・
９
）
を
置
い
て
み
よ
う
。

　
　
　
こ
の
短
詩
（
＝
ゲ
ー
テ
「
発
見
（
（
Ｊ
Ｆ
？
乱
ａ
）
」
、
引
用
者
注
）
、
理
想

　
　
高
大
な
る
に
あ
ら
ず
、
字
句
秀
麗
な
る
に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
優
美
の

　
　
感
念
、
清
純
の
意
匠
、
閑
雅
の
趣
味
、
言
外
に
躍
動
し
て
Ｉ
種
言
ふ
べ
か

　
　
ら
ざ
る
機
微
を
穿
ち
た
り
。

　
ゲ
ー
テ
の
詩
に
は
「
優
美
の
感
念
」
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
「
外
来
物
＝

実
景
」
の
微
妙
か
つ
精
確
な
描
写
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
忍
月

論
の
他
箇
所
で
は
歌
舞
伎
が
そ
の
例
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
鶯
州
と
忍
月
論
は
「
優
美
の
感
念
」
と
い
う
表
現
と
歌
舞
伎
を
例
に
用
い

る
点
が
共
通
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
鶯
州
「
俳
諧
の
形
装
又
尊
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
（
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』

1
5
号
、
前
掲
）
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
〔
①
〕
彼
の
張
九
齢
が
照
鏡
見
白
髪
詩
に
「
宿
昔
青
雲
志
、
贈
駝
白
髪

年
、
誰
知
明
鏡
裏
形
影
自
相
憐
」
と
、
青
雲
と
云
ひ
、
白
髪
と
云
ひ
、
こ

れ
求
め
ず
し
て
感
念
美
の
形
装
め
で
た
き
に
至
り
し
も
の
な
り
。
こ
れ
を
、

〔
②
〕
　
一
茶
の
老
年
に
及
び
て
鏡
に
む
か
ひ
た
る
時
の
「
花
の
春
こ
ん
な

爺
し
や
な
か
つ
た
に
」
の
句
に
比
せ
ば
如
何
。
宣
（
に
相
似
た
る
と
こ
ろ
あ

三
六

り
。
（
略
）
ま
た
、
正
徹
百
首
の
「
朝
戸
明
け
ば
驚
き
ぬ
べ
し
く
れ
竹
の

　
　
小
窓
に
近
き
鶯
の
声
」
と
、
千
代
女
の
「
鶯
や
近
さ
に
窓
の
明
ら
れ
ず
」

　
　
と
比
せ
ば
如
何
。
予
、
意
ふ
に
そ
の
感
念
に
お
い
て
は
相
似
た
り
。
し
か

　
　
れ
ど
も
一
は
暴
露
に
過
ぎ
、
一
は
余
脈
滴
る
が
ご
と
く
な
れ
ば
、
そ
の
形

　
　
装
に
お
い
て
千
代
女
の
方
を
優
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
え
ず
。
（
傍
線
、
番

　
　
号
と
も
に
引
用
者
）

　
唐
代
の
詩
人
張
九
齢
と
日
本
の
俳
人
一
茶
に
通
底
す
る
「
感
念
美
」
を
指
摘

し
て
後
、
室
町
期
歌
人
の
正
徹
と
江
戸
期
俳
人
の
千
代
女
を
比
較
し
、
正
徹
の

和
歌
は
「
暴
露
に
過
ぎ
」
る
た
め
言
外
の
余
韻
に
乏
し
い
が
、
千
代
女
の
俳
句

は
「
余
味
滴
る
」
余
情
を
獲
得
し
て
い
る
、
と
鶯
州
は
論
を
進
め
る
。
韻
文
の

「
余
味
滴
る
感
念
美
」
を
実
例
と
と
も
に
強
調
し
た
一
節
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
挙
げ
る
の
は
、
忍
月
「
詩
歌
の
精
神
及
び
余
情
」
（
『
国
民
之
友
』
6
9
号
、

明
治
2
3
・
１
）
で
あ
る
。

　
　
　
〔
①
〕
釈
秦
間
の
、
「
寒
波
受
影
明
如
鏡
、
一
烏
分
身
上
下
飛
」
の
句
は
、

　
　
〔
②
〕
彼
の
有
名
な
る
「
古
池
や
蛙
と
び
こ
む
・
・
・
」
の
句
と
と
も
に
、
予

　
　
を
し
て
寒
塘
斜
日
の
状
を
俯
仰
せ
し
む
る
外
、
な
け
一
種
宏
遠
の
味
あ
り
。

（
略
）
ま
た
、
千
代
女
の
「
鶯
や
ち
か
さ
に
窓
の
あ
け
ら
れ
ず
」
の
句
は
、

よ
く
朝
閏
閑
坐
の
情
を
出
せ
り
。
こ
れ
を
か
の
正
徹
百
首
の
「
朝
戸
あ
け

ば
お
ど
ろ
き
ぬ
べ
し
呉
竹
の
近
き
小
枝
に
き
ゐ
る
鶯
」
と
比
較
す
る
と
き

は
、
後
者
は
暴
露
に
失
し
て
余
情
に
乏
し
く
、
前
者
の
清
絶
悠
暢
に
し
て
、

｜



　
　
不
言
に
そ
の
状
を
現
は
し
た
る
と
比
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
（
傍
線
、
番
号

　
　
と
も
に
引
用
者
）

　
忍
月
は
、
鶯
州
論
同
様
に
漢
詩
人
と
俳
人
の
句
に
共
通
し
た
詩
情
を
指
摘
し

て
後
、
正
徹
と
千
代
女
を
比
較
し
た
上
で
千
代
女
句
に
「
余
情
」
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
忍
月
、
鶯
州
は
と
も
に
「
漢
詩
①
＝
俳
句
②
」
に
通
底
す
る
余

情
を
指
摘
し
、
そ
れ
か
ら
「
正
徹
の
和
歌
／
千
代
女
の
俳
句
」
を
比
較
し
て
正

徹
歌
を
「
暴
露
」
に
過
ぎ
る
と
評
す
る
点
が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
、
明
治
二
〇
年
代
に
「
感
念
」
は
珍
し
い
語
彙
で
あ
る
。
そ
れ
が

鶯
州
と
忍
月
論
で
同
時
期
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
上
両
者
は
論
述
の
流
れ
と
具
体

例
が
酷
似
し
た
論
も
存
在
し
た
。
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
が
一
方
の
論
を
読
ん
で

い
た
と
推
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
両
者
の
論
発
表
の
時
期
で
あ

る
が
、
忍
月
が
全
て
先
行
し
て
い
る
。
よ
っ
て
鶯
州
が
忍
月
論
を
参
考
に
し
た

と
い
っ
て
よ
い
。

　
忍
月
が
「
西
人
が
詩
を
解
釈
し
て
『
言
葉
の
働
き
に
よ
っ
て
人
間
の
性
情

（
ゼ
ー
レ
）
と
意
志
（
ガ
イ
ス
ト
）
を
美
術
的
に
発
揮
す
る
者
な
り
』
」
（
前
掲

微
妙
な
る
真
理
を
発
揮
し
え
ざ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
」
、
あ
る
い
は
「
感
念
の

凝
て
宇
宙
の
真
理
、
美
妙
を
捉
え
来
る
も
の
に
あ
り
て
は
、
こ
の
些
々
た
る
言

句
は
、
よ
く
勇
者
も
う
ち
泣
す
べ
付
」
と
用
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
鶯
州
も
多
用
し
た
「
感
念
」
で
あ
る
が
、
忍
月
は
皆
川
洪
園

（
享
保
1
9
〔
芯
呂
〕
～
文
化
４
〔
詰
呂
〕
。
儒
学
者
）
の
『
洪
園
詩
話
』
よ
り

得
て
い
た
。

　
　
　
冥
想
恍
惚
の
間
、
天
地
位
し
万
物
備
わ
る
。
感
に
随
っ
て
而
し
て
現
は

　
　
れ
、
念
に
随
っ
て
而
し
て
変
ず
。
こ
の
感
念
を
主
ど
る
者
は
即
ち
精
神
な

　
　
り
。
（
前
掲
「
詩
歌
の
精
神
及
び
余
情
」
に
引
用
さ
れ
た
文
よ
り
）

　
「
感
念
」
は
、
実
際
に
は
儒
学
者
に
し
て
文
人
の
洪
園
に
由
来
す
る
詩
論

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
忍
月
は
「
詩
（
ｐ
ｏ
ｅ
ｍ
）
」
を
説
明
す
る
際
に
使
用
し

「
美
術
（
回
こ
）
等
と
も
併
用
し
て
い
る
た
め
に
西
欧
渡
来
の
翻
訳
語
に
近

｀　舌五

　　口口
い

語
感
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
加
え
て
読
者
は
使
い
古
さ
れ
た
「
観
念
」
よ
り

耳
慣
れ
な
い
「
感
念
」
に
「
詩
（
ｐ
ｏ
ｅ
ｍ
）
」
を
新
鮮
に
感
じ
た
の
で
は
な
い
大
。

鶯
州
論
の
「
感
念
」
に
関
し
て
も
、
読
者
は
洪
園
を
想
起
す
る
よ
り
・
「
文
学

「
詩
歌
の
精
神
及
び
余
情
」
）
と
述
べ
る
と
、
鶯
州
は
（
俳
諧
と
は
実
に
平
談
俗
、
　
谷
芯
回
許
諾
）
」
の
姿
を
認
め
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。

美
術
的
に
自
己
の
感
念
を
発
表
し
た
る
も
の
」
と
俳
諧
に
応
用
し
、
あ
る
い
は

忍
月
が
「
宇
宙
の
真
理
を
発
揮
す
る
も
の
、
こ
れ
を
詩
歌
の
精
神
と
い
ふ
」

（
前
掲
「
詩
歌
の
精
神
及
び
余
情
士
と
立
言
し
た
箇
所
を
、
鶯
州
は
俳
句
の
詩

情
を
説
明
す
る
際
に
「
性
質
に
背
き
た
る
も
の
は
、
よ
く
そ
の
中
に
存
在
す
る

　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

　
石
鶯
子
君
が
云
へ
る
ご
と
く
、
美
な
る
感
念
を
発
揮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

美
な
る
心
霊
、
感
念
を
言
行
に
発
揮
し
た
る
も
の
は
則
ち
真
理
な
り
。
ゆ

え
に
真
正
の
俳
諧
を
心
掛
る
も
の
は
自
ら
真
理
に
適
す
。
（
荘
野
北
洲

「
俳
諧
は
文
学
に
非
ず
と
の
妄
を
弁
ず
」
、
前
掲
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

号
）

　
「
俳
諧
矯
風
会
」
会
員
の
作
者
は
、
鶯
州
論
を
引
き
合
い
に
「
感
念
」
を

「
美
・
心
霊
・
真
理
」
等
と
併
用
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
使
用
か
ら
、
「
感

念
」
が
舶
来
の
「
文
学
」
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
の
で

あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
鶯
州
論
が
他
俳
論
と
異
質
で
あ
っ
た
の
は
、
最
新
の
「
文
学
」

評
論
で
多
用
さ
れ
た
語
彙
を
豊
富
に
用
い
た
た
め
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
れ
は
石

橋
忍
月
の
評
論
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
俳
論
は
、
特
に

『
国
民
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
忍
月
「
詩
人
と
外
来
物
」
「
詩
歌
の
精
神
及
び
余

情
」
か
ら
の
影
響
が
顕
著
で
あ
り
、
鶯
州
は
い
わ
ば
総
合
雑
誌
『
国
民
之
友
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
ら
「
文
学
」
の
新
知
識
を
学
ん
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
近
代
俳
句
」
を
（
文
学
二
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）
と
し
て
の
俳
句
」
と
定
義
し
、
そ

れ
を
「
江
戸
期
以
来
の
俳
諧
を
文
学
と
し
て
語
る
こ
と
」
と
見
な
す
場
合
、
近

代
俳
句
史
上
で
最
も
顕
著
に
「
近
代
俳
句
」
を
語
り
始
め
た
の
は
「
俳
諧
矯
風

会
」
会
員
の
石
川
鶯
州
と
い
っ
て
よ
い
。
明
治
二
三
年
前
後
、
三
森
幹
雄
達
は

俳
諧
が
「
文
学
」
で
あ
る
か
否
か
を
議
論
し
は
じ
め
た
が
、
彼
ら
は
江
戸
期
以

来
の
類
型
と
な
っ
た
語
彙
を
使
用
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
で
、

鶯
州
は
明
治
期
に
渡
来
し
た
新
概
念
「
文
学
」
を
伝
え
る
言
葉
そ
の
も
の
を
俳

論
に
流
入
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
子
規
以
前
に
す
で
に
一
部
の
俳
論
上
で
「
文
学
」
が
受
容
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
子
規
が
後
に
「
旧
派
・
月
並
」
等
と
否
定

し
た
三
森
幹
雄
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
鶯
州

が
「
近
代
俳
句
」
の
口
火
を
切
っ
た
後
に
登
場
し
た
の
が
子
規
で
あ
っ
た
、
と

い
う
史
観
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
「
近
代
俳
句
の
創
出
＝
子
規
の
俳
句
革
新
運
動
（
明
治
二
五
年
以

降
）
」
と
い
う
従
来
の
史
観
は
、
変
更
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
４
、
鶯
州
の
新
鮮
さ
、
そ
の
内
実

　
鶯
州
の
俳
論
は
石
橋
忍
月
等
か
ら
得
た
斬
新
な
語
彙
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
最
た
る
「
感
念
」
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
俳
諧
は
感
念
の
表
象
な
り
。
（
略
）
修
辞
の
法
は
よ
く
感
念
を
左
右
す

　
　
る
の
力
な
き
も
の
な
り
・
。
（
略
）
感
念
は
主
な
り
、
形
な
り
。
修
辞
は
従

　
　
な
り
、
影
な
り
。
（
石
鶯
子
「
俳
諧
は
美
術
な
る
こ
と
を
論
ず
（
承
前
）
」

　
　
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
員
万
、
明
治
2
3
・
５
）

　
句
を
「
内
容
／
表
現
」
と
分
け
た
時
、
鶯
州
は
「
内
容
（
感
念
ご
こ
そ
重

要
で
あ
り
、
「
表
現
（
修
辞
の
法
）
」
は
二
の
次
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。
で

は
、
そ
の
「
感
念
」
と
は
何
か
。

　
　
　
美
と
真
理
と
は
実
に
Ｉ
致
連
絡
せ
る
も
の
な
る
が
ゆ
え
に
、
い
や
し
く

　
　
も
美
を
愛
す
る
感
念
あ
る
も
の
は
、
す
で
に
真
理
を
踏
み
っ
よ
め
り
。

　
　
（
略
）
俳
諧
に
重
ん
ず
べ
き
も
の
は
、
自
己
の
感
念
に
し
て
（
以
下
略
）



　
　
（
石
鶯
子
「
俳
諧
は
真
理
な
る
こ
と
を
論
ず
」
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
1
2
号
。

　
　
明
治
2
3
・
６
）

　
「
感
念
」
と
は
「
自
己
」
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
し
て
「
美
と
真
理
」
を
感

得
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
自
己
の
感
念
」

が
見
出
す
「
美
・
真
理
」
と
は
具
体
的
に
何
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
鶯
州
の

俳
論
は
こ
こ
で
止
ま
る
の
で
あ
っ
た
。

　
「
感
念
・
美
・
真
理
」
等
の
概
念
は
鶯
州
俳
論
で
多
用
さ
れ
て
お
り
、
た
と

え
ば
彼
が
「
美
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
か
の
用
例
を
列
挙
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
美
」
が
具
体
的
な
作
品
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿

を
と
る
の
か
、
ま
た
は
「
美
」
で
あ
る
べ
き
句
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
は
明
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
加
。
鶯
州
俳
論
は
、
明
治
期
に
お
け
る
「
美

真
理
」
等
を
「
感
念
」
し
か
俳
句
作
品
が
実
際
に
は
語
ら
れ
な
い
点
が
特
徴
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
で
は
、
彼
の
句
作
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
論
で
の
主
張
が
作

品
で
実
践
さ
れ
て
い
れ
ば
「
感
念
」
等
の
具
体
的
な
把
握
が
可
能
で
あ
り
、
何

よ
り
「
俳
諧
矯
風
運
動
」
を
句
作
で
実
践
す
る
こ
と
が
俳
人
鶯
州
の
あ
り
方
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
彼
の
句
を
列
挙
す
る
（
番
号
は
引
用
者
）
。

　
　
①
行
く
道
の
あ
る
に
海
ふ
む
霞
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
1
0
号
、
明
治
2
3
・
４
）

　
　
②
花
咲
て
深
山
も
浅
う
思
ひ
亮

　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
‥
廿
万
、
明
治
2
3
・
５
）

　
　
③
伐
て
来
て
梅
を
香
ら
す
広
間
哉
　
（
『
黄
鳥
集
J
1
1
集
、
明
治
2
5
・
２
』

　
　
④
松
風
の
音
も
ゆ
る
み
て
初
さ
く
ら
（
『
黄
鳥
集
』
1
2
集
、
明
治
2
5
・
３
）

　
　
③
暮
て
か
ら
江
の
に
は
ひ
け
り
夏
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
黄
鳥
集
J
1
4
集
、
明
治
2
5
・
７
』

　
　
⑥
鐘
撞
た
あ
と
や
一
度
に
虫
の
声
　
（
『
黄
鳥
集
』
1
5
集
、
明
治
2
5
・
８
）

　
　
⑦
秋
深
し
も
み
ち
も
け
ふ
か
飛
鳥
山
（
『
黄
鳥
集
J
1
7
集
、
明
治
2
5
・
1
0
』

　
　
⑧
月
さ
し
て
は
づ
か
し
げ
也
池
の
鴛
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
黄
鳥
集
』
1
8
集
、
明
治
2
5
・
1
1
）

　
　
⑤
ち
と
寒
い
風
も
気
味
よ
し
梅
の
花
（
『
梅
花
集
』
１
号
、
明
治
2
6
・
４
）

　
①
は
地
上
の
春
の
霞
を
「
海
ふ
む
」
と
表
現
し
、
②
は
桜
が
満
開
の
「
深

山
」
は
奥
へ
奥
へ
と
夢
中
で
桜
を
訪
ね
る
た
め
に
「
浅
う
」
感
じ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
③
は
、
広
間
に
梅
の
香
り
を
「
香
ら
す
」
態
度
に
風
雅
を
認
め
た
。

④
に
お
い
て
は
厳
し
い
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
松
風
「
も
ゆ
る
み
て
」
、
春
を
迎

え
た
天
地
に
「
初
さ
く
ら
」
が
到
来
し
、
⑤
で
は
日
没
後
に
河
川
の
水
が
匂
う

よ
う
な
暑
さ
の
中
、
夜
空
に
は
月
が
煌
々
と
地
上
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。
⑥
で

は
鐘
の
音
が
止
ん
だ
後
に
一
斉
に
鴫
き
し
げ
く
秋
の
虫
の
声
が
詠
ま
れ
、
⑦
で

は
秋
の
深
ま
る
飛
鳥
山
の
紅
葉
が
色
づ
く
の
は
「
け
ふ
か
飛
鳥
（
あ
す
か
）
」

と
掛
詞
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
⑧
は
池
上
で
寄
り
そ
う
鴛
賞
が
冬
の
月

光
に
照
ら
さ
れ
、
そ
れ
は
い
か
に
も
「
は
づ
か
し
げ
也
」
と
思
い
や
っ
た
句
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

あ
り
、
⑤
は
春
を
告
げ
る
梅
が
花
開
く
今
、
冬
の
余
寒
を
感
じ
さ
せ
る
風

「
も
」
ま
た
心
地
良
い
、
と
春
を
迎
え
る
喜
び
を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
句
に
、
鶯
州
の
俳
論
に
お
け
る
「
美
・
真
理
・
感
念
」
等
に
通
う

新
鮮
さ
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
詳
説
は
し
な
い
が
、
①
②
⑦
の
機
知
、
③

「
香
ら
す
」
⑧
「
は
づ
か
し
げ
也
」
の
表
現
、
④
⑤
に
お
け
る
春
の
訪
れ
、
⑤

「
に
ほ
ひ
・
夏
の
月
」
⑥
「
鐘
・
虫
の
声
」
の
取
合
せ
、
全
て
同
時
代
に
顕
著

な
類
型
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
月
並
」
調
を
免
れ
え
な
い
句
群
と
い
え
る
。
無

論
、
こ
れ
ら
は
鶯
州
が
遺
し
た
句
の
一
部
で
あ
り
、
彼
の
句
群
を
精
査
し
た
上

で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
の
句
か
ら
江
戸
期
に
存
在
し
な
い
よ
う

な
斬
新
な
取
合
せ
や
発
想
を
見
出
す
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
。

　
俳
人
鶯
州
は
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
文
学
」
と
し
て
の
俳
諧
を
早
く
か
ら

希
求
し
、
そ
し
て
従
来
の
俳
論
で
使
用
さ
れ
た
類
型
表
現
や
言
葉
と
は
異
質
の
、

西
欧
渡
来
の
「
文
学
」
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
語
彙
を
多
用
す
る
こ
と
で
俳
諧
の

新
し
い
あ
り
方
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
理
念
を
体
現
す
る
句
作
を
生
む

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
属
し
た
「
俳
諧
矯
風
会
」
周
辺

に
は
、
従
来
と
異
質
の
作
品
を
大
量
に
発
表
す
る
よ
う
な
俳
人
が
存
在
し
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
鶯
州
の
一
見
斬
新
な
俳
論
は
「
文
学
」
と
い
う
理
念
の
提
示
に

留
ま
り
、
実
作
の
現
場
で
新
し
い
「
感
念
」
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

四
〇

　
現
在
、
石
川
鶯
州
の
属
し
た
「
俳
諧
矯
風
会
」
は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
明
治
新
俳
句
の
誕
生
、
俳
句
革
新
の
先
駆
と
ま
で
は
言
は
れ
ず
と
も
。

　
　
少
な
く
と
も
、
そ
の
口
火
を
切
っ
た
も
の
は
、
俳
諧
矯
風
会
で
あ
っ
た
こ

　
　
と
は
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
（
大
塚
毅
「
日
本
派
拾
頭
直
前

　
　
の
俳
界
概
観
」
『
俳
句
研
究
』
3
2
巻
９
号
、
昭
和
4
0
・
９
）

　
明
治
二
〇
年
代
、
西
欧
思
潮
の
波
に
押
し
よ
せ
ら
れ
た
各
分
野
で
は
「
矯

風
」
運
動
が
叫
ば
れ
、
俳
諧
に
お
い
て
は
三
森
幹
雄
や
鶯
州
達
が
運
動
を
担
っ

た
の
で
あ
り
・
、
従
来
の
俳
諧
を
旧
態
然
と
し
た
も
の
と
認
識
し
、
新
し
い
あ
り

方
を
模
索
し
た
点
に
お
い
て
、
鶯
州
達
が
「
俳
句
革
新
の
先
駆
」
で
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
論
上
で
の
主
張
に
留
ま
り
、
彼
等
が

「
文
学
」
を
体
現
す
る
作
品
に
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
で
は
、
鶯
州
を
現
在
取
り
あ
げ
る
意
義
と
は
何
か
。
ま
ず
第
一
に
、
明
治
二

〇
年
代
前
半
に
お
け
る
鶯
州
達
の
「
矯
風
」
運
動
は
「
俳
諧
＝
文
学
」
の
是
非

を
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
鶯
州
や
幹

雄
達
は
現
在
「
旧
派
」
と
さ
れ
る
が
、
明
治
期
に
ふ
さ
わ
し
い
俳
諧
を
求
め
た

と
い
う
点
で
一
種
の
「
新
派
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
を
獲

得
し
う
る
点
で
あ
ろ
う
。



　
そ
し
て
第
三
は
、
明
治
期
の
「
俳
句
革
新
」
を
担
っ
た
の
が
鶯
州
や
幹
雄
達

で
は
な
く
子
規
達
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
両
者
の
相
違
を
考
察
す
る
契
機
と
な

る
点
で
あ
る
。

　
鶯
州
と
子
規
の
相
違
は
何
か
。
そ
れ
は
、
子
規
に
は
論
上
で
の
主
張
を
実
践

し
た
よ
う
な
句
を
詠
む
俳
人
達
が
周
囲
に
存
在
し
た
点
で
あ
っ
た
。

　
　
　
碧
梧
桐
の
特
色
と
す
べ
き
処
は
極
め
て
印
象
の
明
瞭
な
る
句
を
作
る
に

　
　
在
り
。
印
象
明
瞭
と
は
其
句
を
誦
す
る
者
を
し
て
眼
前
に
実
物
実
景
を
観

　
　
る
が
如
く
感
ぜ
し
む
る
を
謂
ふ
。
（
略
）

　
　
　
　
赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に
け
り

　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
椿
の
句
の
如
き
之
を
少
幅
の
油
絵
に
写
し
な
ば
只
地
上
に
落
ち
た
る
白

　
　
花
の
一
団
と
赤
花
の
一
団
と
を
並
べ
て
画
け
ば
即
ち
足
れ
り
。
蓋
し
此
句

　
　
を
見
て
感
ず
る
所
実
に
此
だ
け
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
（
子
規
「
明
治
二
十

　
　
九
年
界
の
俳
諧
」
『
日
本
新
聞
』
明
治
3
0
・
１
・
４
）

　
子
規
の
周
囲
に
は
、
彼
の
「
写
生
」
を
見
事
に
体
現
し
た
、
あ
る
い
は
体
現

し
て
し
ま
っ
た
作
品
を
詠
む
河
東
碧
梧
桐
や
高
浜
虚
子
達
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
子
規
は
白
身
の
理
念
を
主
張
す
る
際
に
同
時
代
作
品
を
実
例
に
あ
げ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
石
川
鶯
州
は
石
橋
忍
月
等
か
ら
得
た
新
知
識
を
応
用
し
た
俳
論
を
発
表
し
た

こ
と
で
、
は
か
ら
ず
も
俳
諧
に
「
文
学
」
を
持
ち
こ
む
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

　
　
　
　
　
「
感
念
」
の
あ
り
か

し
、
そ
れ
は
表
面
上
の
こ
と
で
あ
り
、
作
品
が
到
来
し
な
い
ま
ま
「
美
・
感

念
・
真
理
」
と
い
っ
た
理
念
が
先
行
し
た
鶯
州
の
俳
論
は
、
子
規
以
前
の
俳
人

達
に
よ
る
「
矯
風
」
運
動
の
性
格
を
象
徴
し
て
い
た
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

注①
　
明
治
二
〇
年
代
前
半
の
代
表
的
な
俳
誌
に
『
俳
諧
明
倫
雑
誌
』
（
東
京
・
三
森
幹

　
雄
）
、
『
俳
諧
鴨
東
新
誌
』
（
京
都
・
花
の
本
聴
秋
）
が
あ
る
が
、
鶯
州
の
よ
う
な
俳

　
論
は
見
当
た
ら
な
い
。

②
　
石
川
鶯
州
の
経
歴
に
関
し
て
は
先
行
研
究
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
以
下
に

　
列
挙
す
る
。

　
・
「
鶯
州
は
名
は
観
治
、
此
華
庵
・
石
鶯
子
と
号
し
た
。
武
蔵
の
人
、
東
京
住
」
（
関

　
　
根
林
吉
『
三
森
幹
雄
評
伝
』
〔
前
掲
〕
〕
、
8
7
頁
）

　
・
「
福
岡
住
。
会
社
支
店
長
な
ど
を
勤
め
た
」
（
同
右
書
、
ｍ
頁
）

　
・
「
旧
派
の
石
川
鶯
州
（
東
京
、
保
険
会
社
員
、
幹
雄
門
、
後
秋
声
会
）
」
（
『
子
規
全

　
　
集
』
1
5
巻
〔
講
談
社
、
昭
和
5
2
・
７
・
1
8
〕
所
収
「
解
題
」
、
8
3
7
頁
）

　
・
遠
藤
智
子
「
俳
句
は
文
学
な
り
　
　
明
治
二
十
三
年
前
後
の
俳
句
革
新
運
動
を
め

ぐ
っ
て

」
（
俳
文
学
会
第
5
9
回
全
国
大
会
、
平
成
1
9
年
、
口
頭
発
表
）
は
没

年
が
大
正
一
一
年
四
月
二
三
日
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
台
東
区
谷
中
の
海
蔵

院
の
墓
碑
及
び
過
去
帳
よ
り
）
。

ま
た
、
子
規
と
の
風
交
に
関
し
て
以
下
に
列
挙
す
る
。

・
子
規
の
東
北
旅
行
を
記
し
た
「
は
て
知
ら
ず
の
記
（
口
）
（
『
日
本
新
聞
』
明
治

　
2
6
・
７
・
2
3
）
で
、
鶯
州
が
饒
別
句
を
送
っ
て
い
る
。

・
明
治
二
六
年
一
二
月
三
日
の
句
会
で
子
規
と
同
席
（
前
掲
『
子
規
全
集
』
1
5
巻
、

　
2
2
9
～
2
3
8
頁
）

・
明
治
二
七
年
夏
に
子
規
宅
で
の
句
会
に
同
席
（
麻
野
恵
三
編
著
『
明
治
俳
壇
埋
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



「
感
念
」
の
あ
り
か

　
　
資
料
』
（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
4
7
・
３
・
占
、
一
…
Ｊ
～
1
8
7
頁
）

　
・
明
治
二
九
年
二
月
三
日
、
子
規
宛
書
簡
（
日
清
戦
争
従
軍
後
、
帰
朝
の
報
告
。

　
　
『
子
規
全
集
』
別
巻
１
〔
講
談
社
、
昭
和
5
2
・
３
・
Ｂ
〕
、
7
8
頁
）

③
　
鶯
州
は
『
秋
の
声
』
　
一
号
（
明
治
2
9
・
1
1
）
～
四
号
（
明
治
3
0
・
２
）
な
ど
に
句

　
を
載
せ
、
ま
た
五
号
（
明
治
3
0
・
３
）
で
は
俳
論
「
俳
諧
さ
ゝ
鳴
」
を
寄
せ
る
な
ど

　
頻
繁
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

④
　
三
森
幹
雄
の
一
連
の
俳
諧
改
良
運
動
に
関
し
て
は
、
市
川
一
男
『
近
代
俳
句
の
あ

　
け
ぼ
の
』
（
中
央
公
論
事
業
出
版
、
昭
和
5
0
・
４
・
1
0
）
、
関
根
林
吉
『
三
森
幹
雄
評

　
伝
』
（
私
家
版
、
平
成
1
4
・
７
・
2
7
）
等
に
詳
細
が
載
る
。

⑤
　
明
治
初
年
上
一
〇
年
代
に
お
け
る
演
劇
改
良
運
動
に
関
し
て
は
、
小
櫃
万
津
男

『
日
本
新
劇
理
念
史

明
治
の
演
劇
改
良
運
動
と
そ
の
理
念
（
明
治
前
期
篇
）
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
た
る
も
の
な
り
。
そ
れ
詩
は
始
終
「
美
」
の
約
束
を
離
る
ゝ
能
ぼ
ず
。
ゆ
え
に
読
む

　
者
を
し
て
、
吟
ず
る
者
を
し
て
、
見
る
者
を
し
て
、
聞
く
者
を
し
て
常
に
「
美
」
の

　
感
念
を
惹
起
せ
し
む
」
。
こ
の
よ
う
に
「
感
念
」
は
西
欧
の
新
概
念
を
感
じ
さ
せ
る

　
語
彙
と
併
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
皆
川
洪
園
の
詩
論
用
語
と
い
っ
た
語
感
は
稀
薄
で

　
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑨
　
鶯
州
が
『
江
湖
新
聞
』
連
載
の
「
想
実
論
」
等
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
低
く
、

　
よ
り
入
手
し
や
す
く
、
ま
た
人
気
を
博
し
た
『
国
民
之
友
』
か
ら
多
く
の
知
識
を
得

　
た
と
推
察
さ
れ
る
。

⑩
　
鶯
州
が
「
感
念
・
美
・
真
理
」
等
を
体
現
し
た
具
体
例
を
述
べ
る
時
、
ほ
ぼ
例
外

　
な
く
芭
蕉
の
句
を
用
い
て
お
り
、
そ
し
て
芭
蕉
を
「
芭
蕉
」
と
せ
ず
「
翁
」
と
い
う

　
敬
称
で
名
指
し
て
い
る
。
鶯
州
が
新
時
代
の
俳
諧
の
姿
を
「
翁
」
に
求
め
て
い
る
点

　
に
は
明
治
期
特
有
の
芭
蕉
受
容
の
あ
り
方
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
別
稿

　
に
譲
り
た
い
。

※
引
用
に
際
し
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
直
し
、
ル
ビ
及
び
圏
点
は
省
略
し
、
適
宜
清
濁

　
及
び
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
図
１
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
　
一
五
号
は
、
実
際
に
は

　
目
次
部
分
（
右
側
）
と
本
文
部
分
（
左
側
）
の
間
に
「
矯
風
」
と
肉
筆
で
記
さ
れ
た

　
頁
が
存
在
す
る
が
、
図
２
『
東
京
婦
人
矯
風
雑
誌
』
誌
面
と
の
共
通
点
を
明
瞭
に
す

　
る
た
め
、
「
矯
風
」
部
分
の
頁
を
省
略
し
た
。

付
記
　
本
稿
は
俳
文
学
会
第
五
八
回
全
国
大
会
（
平
成
Ｂ
）
口
頭
発
表
の
一
部
に
基
づ

　
い
て
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
及
び
発
表
後
に
御
教
示
頂
い
た
方

　
々
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
白
水
社
、
昭
和
6
3
・
３
・
１
）
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

⑥
　
鶯
州
の
「
感
念
」
使
用
は
、
「
俳
諧
矯
風
私
見
」
（
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
４
号
、
明

　
治
2
2
・
1
0
）
に
お
け
る
「
飛
脚
の
用
は
、
郵
便
若
く
は
電
信
に
し
て
、
十
分
の
感
念

　
を
写
し
出
す
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
」
が
早
い
用
例
で
あ
る
。

⑦
　
鶯
州
の
一
節
の
出
典
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
・
「
俳
諧
と
は
実
に
平
談
俗
、
美
術
的
に
自
己
の
感
念
を
発
表
し
た
る
も
の
」

　
　
　
（
「
詩
歌
と
俳
諧
」
『
読
売
新
聞
』
明
治
2
3
・
７
・
1
6
）

　
　
・
「
性
質
に
背
き
た
る
も
の
は
、
よ
く
そ
の
中
に
存
在
す
る
微
妙
な
る
真
理
を
発

　
　
　
揮
し
え
ざ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
」
（
「
俳
諧
は
真
理
な
る
こ
と
を
論
ず
」
『
俳
諧

　
　
　
矯
風
雑
誌
』
1
2
号
、
明
治
2
3
・
６
）

　
　
・
「
感
念
の
凝
て
宇
宙
の
真
理
、
美
妙
を
捉
え
来
る
も
の
」
（
「
詩
歌
と
俳
諧
」
『
黄

　
　
　
鳥
集
』
１
１
廿
万
、
明
治
2
5
・
２
）

⑧
　
た
と
え
ば
、
石
橋
忍
月
「
想
実
論
（
口
詩
、
詩
人
）
（
『
江
湖
新
聞
』
明
治
2
3
・

　
３
・
2
1
）
に
お
い
て
「
感
念
」
は
以
下
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
。
「
詩
と
は
言
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ー
　
レ
　
ン
　
レ
ー
ベ
　
ン
　
　
ガ
イ
ス
テ
ス
レ
ー
ベ
ン

働
き
に
よ
っ
て
、
人
間
の
性
情
生
活
と
意
志
生
活
と
が
、
美
術
的
に
発
揮
せ
ら
れ




